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@ ゆ グル メ の 宝庫 富山 県 、 初 秋 に | 


富山 湾 の 旬 の 味覚 と 景観 を 楽し む 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 秩 ) 


| 時 日 | 出発 地 | 3 人 1 室 。 | 2 人 1 。 | 1 人 
騰 呈 131.000 円 133,000 円 148,000 円 

126,000 円 128,000 円 143,000 円 
※ 


募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 大 阪 駅 また は 富山 駅 か ら 最終 日 富山 駅 また は 大 阪 
※ 利 用 バス 会 社 : 高山 地方 鉄 門 グ ルー プ ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つ 
ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


ーー バス 当 航 空 


= 列車 て せ その 他 


つ 富 山 エ クセ ル ホ テル 東急 (一 旦 荷物 預け ) 一 富山 湾 鮨 昼食 富山 城 公 園 

(富山 市 衝 土 陸 物 館 ・ 佐 藤 記 信 美術館 ) 富山 市 ガラ ス 美 術 館 つ 同 ホテ ル (チェ 
) つ 機 料 理 ・ 松 月 (御用 郭 料理 人 の 系 書 を 継ぎ 、 地 魚の 鐘 度 を 最大 隈 に 生 

0 の 料理 を 提供 する 歴史 ある 老舗 料亭 で 会 席料 理 夕食 、 富 山 を 代表 する シ 

ロ エ ビ 料理 は 絶品 ) つ 夜 : 同 ホテ ル 泊 

午前 : 宿 つ 岩 瀬 (上 方 へ の 米 の 輸出 落と し て 栄え た 加 角 問屋 の 町 並み を 案内 ガイ ド 

と 散策 ) … 震源 カナ ル 会 館 一 富山 を 快適 クル ー 

も 体験 、 約 70 分 一 環 水 公園 … キュ イジ ー ヌ 

元 産 の 食材 を 駆使 し た 本 格 的 な フレ ンチ コー ス 、 

フレ ンチ "を ご 六 能 下さ い ) 高岡 国宝 ・ 瑞 龍 寺 ( 加 各 前 田 

の 菩提 寺 を 案内 ガイ ド と 見 学 ) 夕 刻 : ロ イヤ ル ホ テル 富山 砺 

で 真 ぐ 、 白 海 者 や ノド グロ な ど 季 節 の 和食 全席 夕食 ) 

午前 : 宿 日 本 一 料金 が 高い と いわ れる 立山 有料 道路 を 利用 。 ケ ー ブ ル や バ 

ス に 乗り 換え る こと な く 貸切 パス で ラク ラク ー 直 線 つ 室堂 … 標 高 2450m の 

雲上 の 別天地 、3000m 級 の 立山 連峰 が 赤 、 黄 、 緑 に 染まる 様 は 圧巻 。 立山 

の 絶景 みく ぐり が 池 な ど 散 策 … ホ テル 立山 ( 白 松 


会 える 旬 の 味覚 と 景観 を 求め て 


グル メ の 宝庫 ・ 初 秋 の 富山 へ ドー | 


東京 発 | 6AEN5F00 


35 大 阪 発 | 6CEN5F00 


『 最 少 催行 人 貞 : 12 名 


みく り が 池 
@ 山 黒部 アル ペン ルー ト 


@ 天 の 生生 上 演 近 


主人 創作 の 白 エ ピ を すっ て 団 
子 に し て 焼く 「 柱 団子 」 


ラ ・ シ ャ ンス フレ ンチ コー ス 室堂 平 


キュ イジ ー ヌ ・ フ ラン セー ズ 


"天然 の いけ す " 富山 湾 で 獲れ る 旬 の 地 魚 を 新鮮 な 
まま 堪能 で きる の が 「 富 山 湾 鮨 」、 老舗 料 享 で は 富山 
を 代表 する シロ エビ 料理 を 。 期 間 限定 の 絶景 ビュ ー 
・ 室 営ま さ で は ケー ブル や 路線 バス な どの 面倒 な 乗り 
換え 一 切な し 、 貸 切 バス で 目的 地 ま で ラク ラク 一 気 
に 山 を か け あ が り 、 標 高 2450m の 立山 室堂 平 も 散策 
する 初秋 の グル メ 旅 。 


ぺ 秋 に 出会え る 旬 の 味覚 と 景観 を 求め て 
富山 湾 の 旬 の 味覚 と 景観 を 楽し む 
グル メ の 宝庫 ・ 秋 の 富山 へ 


| MeB | Re| 3 人 ま 
開 147,000 円 149,000 円 168.000 幅 
137.000 円 139.000 円 158,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 信 は 初日 大 阪 駅 また は 富山 駅 か ら 最終 金沢 訣 ま た は 大 阪 
駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 室山 地方 鉄道 グル ー プ ※ 部 屋 タイ プ 1 泊 目 : 洋 室 2 泊 目 : 
和室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P59 を ご 基 因 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 つ バ ス 航空 機 … 徒 歩 列車 


一 船 + そ の 他 


奈月 = 秋 の 肝癌 鉄 (か や 人 名 の 穫 科 と 川 ド 
トラ メト ガム 人気 、 リ ラッ クス 各 加 用 ) 一 可 ・… 和 績 や 人 映 着 かど 表 和 … 
黒部 峡谷 鉄道 ( 褒 の 無い 「 普 通 客車 」 利 用 ) = 宇奈月 つ 富 山 エク セル ホテ ル 東 
名 (チェ ッ ク イ ン ) … 夕食 は 老舗 割烹 ・ 下 万 石本 店 に て 、 PHO 山 の 
幸 を 殴 沢 に 器 ! た 越 中 料理 ・ 板 前 お まかせ コー ス を … 夜 : 同 ホテ ル 泊 

つ 岩瀬 ( 表 問屋 の 町 並み を 案内 ガイ ド と 散策 ) つっ 新湊 で 獲れ た 
使っ た 昼食 ※ 不 漁 の 場合 は 変更 の 場合 有 > 勝 興 寺 (平成 の 大 修理 
ほえ た 12 培 の 重 要 文化 時 を 有する 部 中 の 名 利 、 普 邊 見 学 で き な い 身 書院 ・ 御 内 仏 
・ 経 堂 内 八角 連 蔵 な ど 案内 を 受け な が ら 見 学 ) つ 高 剛 市 万 葉 歴史 館 (大 伴 家 持 ゆ か 
リ ) つ 周 晴海 央 (富山 深 越 し の 立山 連峰 ) 午後: 氷見 温泉 卿 ・ 魚 巡り の 宿 永 
芳 閣 泊 (老舗 料理 旅館 。 全 て の お 部 屋 か ら 眺 め ら れる 富山 湾 の 絶景 、 海 に 臨 

織 全 人 夕食 は 白 エ ビ や ノド グロ 、 氷 見 牛 な ど 富 山の幸 を 堪能 ) 


午前 : 宿 一 能登 島 大 橋 一石 川 県 能登 島 ガ ラス 美術 館 つ 能 合金 剛 ( 衝 覧 船 か ら 
畜 岩 、 奇 勝 、 断崖 を 見 学 ) > 能登 生 匠 ステ ー キ 重 昼食 ヶ 筑 多大 社 (能登 周一 宮 ) 
つ 千 時 浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イ (日 本 で 唯一 、 一 股 の 自動 車 や パス で も 海岸 線 の 
落 浜 の 波打ち 際 を 走る こと が で きる 観光 道路 〕 っ 
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掲載 No| 


東京 発 | 6AEN5F10 | 本 


36 [壮一 】 
大 阪 発 | 6CEN5F10 | 2、g2. タ 2 | 


最少 催行 人 員 : 12 名 


千里 浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イ 


(公社 ) と で ま 鶴光 浴 人 


ベニ ズワイ ガニ を 使っ た 昼食 永 芳 問 


温泉 器 天 風呂 


老舗 割烹 に て 板前 お まかせ コー ス や 日 本 海 を 望む 水 
見 の 温泉 宿 で 、 秋 に 脂 が 乗っ て 美味 し い ノ ド グ ロ を 
は じ め “天然 の いけ す " と 呼ば れる 富山 湾 グ ル メ を 
堪能 し ます 。 期間 限定 の 絶景 ビュ ー・ 赤 や 黄色 の 紅 
葉 と 川 の エメ ラル ド グ リ ー ン の コン トラ スト が 人 気 
の 黒部 峡谷 、 ト ロッ コ 電 車 で 渓谷 美 6 堪 能 し ます 。 
県 内 の 「 秋 色 」 も る 訪ね る グル メ 旅 。 


